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平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に 

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

「葉桜団地のある街角」 絵 吉澤 富雄 

い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
見
に
行
き
、
た
ど
り
着
い
た
こ
の

場
所
は
、
吹
き
抜
け
る
風
と
一
緒
に
鳥
の
声
が
聞
こ
え

た
。
直
観
的
に
、
こ
こ
に
住
み
た
い
と
思
っ
た
。
山
の

上
に
あ
る
海
の
見
え
る
団
地
だ
っ
た
。 

 

我
が
家
か
ら
歩
い
て
少
し
の
と
こ
ろ
に
見
晴
台
と

呼
ば
れ
る
場
所
が
あ
る
。
カ
ー
ブ
に
な
っ
た
道
端
に
立

ち
止
ま
る
と
、
緑
の
木
々
の
向
こ
う
に
逗
子
湾
が
広
が

る
。
空
気
の
澄
ん
で
い
る
日
に
は
江
の
島
、
遠
く
富
士

山
ま
で
見
渡
す
。
逗
子
に
住
ん
で
い
る
と
友
人
に
言
う

と
、
富
士
山
と
江
の
島
を
海
の
向
こ
う
に
望
む
こ
の
景

色
を
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
。
確
か
に
、
ぜ
い
た
く
な

眺
め
で
あ
る
が
、
私
は
、
眼
下
に
見
え
る
田
越
川
の
う

ね
り
が
好
き
だ
。
低
層
の
住
宅
街
の
中
の
緑
の
木
々
に

囲
ま
れ
た
川
の
曲
線
が
美
し
い
と
思
う
。 

 

こ
の
素
晴
ら
し
い
眺
望
を
見
に
、
犬
の
散
歩
を
す
る

人
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
夫
婦
、
子
連
れ
の
親
子
、

い
ろ
い
ろ
な
人
が
や
っ
て
く
る
。
山
の
上
の
団
地
の
道

端
が
近
所
の
人
と
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
挨
拶
を
交
わ
し
、
世
間
話
を
し
た
り
す
る
よ
う
に
な

る
。
景
観
が
人
を
惹
き
つ
け
、
人
々
の
交
流
の
場
と
な

っ
て
い
る
の
だ
。 

「
今
日
は
富
士
山
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
。」「
さ
っ

き
の
夕
焼
け
は
き
れ
い
だ
っ
た
よ
。
」
ご
近
所
で
の
挨

拶
で
あ
る
。 

「
語
ら
い
を
誘
う
見
晴
ら
し
台
」 

結
婚
し
て
10
年
経
っ
た
時
、
社
宅
を
出
て
、
新
た

な
家
を
探
す
こ
と
に
な
っ
た
。
海
辺
で
育
っ
た
夫
は

海
の
近
く
が
い
い
と
言
い
、
田
舎
の
山
の
中
で
育
っ

た
私
は
静
か
な
山
の
近
く
に
住
み
た
い
と
思
っ
た
。

日
が
暮
れ
て
、
誰
も
い
な
く
な
っ
た
見
晴
台
か
ら
海

を
臨
む
。
江
の
島
の
ず
っ
と
向
こ
う
ま
で
１３４
号
線
の
光

が
続
く
。
こ
こ
か
ら
、
ど
こ
ま
で
見
え
る
の
か
な
？ 

真
っ
暗
に
な
っ
た
空
と
海
、
遠
く
ま
で
続
く
光
を
見
な

が
ら
、
一
日
を
振
り
返
る
。 

誰
も
い
な
い
こ
の
時
間
も
、
こ
の
場
所
の
私
の
好
き

な
眺
望
で
あ
る
。 

文 

菊
池 

晴
美  

「葉桜団地から逗子海岸を望む」 絵 吉澤 富雄 



 

 

 

瓦版展示会                        

これまでに発行した瓦版50号を全て展示します。 

お気に入りの場所、まちなみに関する一問一答の

アンケートをとるなど、逗子の魅力を共有するため

の企画も行います。ぜひお気軽にお立ち寄りくださ

い。 

 

■日時：平成 28年 1月 30日（土）～2月 5日（金） 

10：00～16：00 

■場所：逗子文化プラザギャラリー 

■主催：逗子市まちづくり課、協力：文化の会 

瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 

 
 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに配架しています。 

 逗子市ＨＰ、逗子の景観まちづくりフェイスブックにもアップしていますのでご覧ください。 

 

逗子の景観まちづくり 

クリック！ 
検索 

瓦版 50 号発行しました！

vol.18 

 

瓦版フォーラム                        

瓦版をテーマに市長と逗子のまちなみ景観の魅

力を語り合いませんか。 

 瓦版のこれまでの取組みや瓦版をとおして分か

った逗子の魅力、展示会で収集したアンケートの結

果発表、ＮＰＯ法人逗子の文化をつなぎ広め深める

会による企画を行います。また、逗子市長も参加し、

瓦版をとおして逗子の魅力を語り合う時間もあり

ます。逗子市民だけでなく、どなたでも参加できま

すので、お気軽にお越しください。 

 

■日時：平成 28年 2月 6日（土） 

13：30～16：00 

■場所：逗子文化プラザさざなみホール 

■申込不要、参加費無料 

■主催：逗子市まちづくり課、協力：文化の会 

冊子作製、展示会等は宝くじ

の受託事業収入が財源のコミ

ュニティ助成事業を活用して

います。 

瓦版が冊子になります！ 

瓦版 50 号発行を記念して、冊子化することにな

りました。これまでコラム、スケッチを描いてくだ

さった方々、ご愛読いただいている皆さま、たくさ

んのご協力ありがとうございました。 

冊子は、1 月下旬からまちづくり課、または下記

展示会期間中は文化プラザギャラリーにて無料配

布します。これまで発行された 50 号の瓦版だけで

なく、裏面で紹介してきた地名アラカルトや瓦版に

登場した場所が分かるマップなども掲載します。 

 あまり知られていない、観光ガイドには載ってい

ない逗子の隠れた魅力がつまった冊子になってい

ますので、ぜひお手に取ってください。 

 

一昨年の瓦版座談会の様子 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape

